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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期

第１四半期連結
累計期間

第９期
第１四半期連結

累計期間
第８期

会計期間

自　2018年
　４月１日
至　2018年
　６月30日

自　2019年
　４月１日
至　2019年
　６月30日

自　2018年
　４月１日
至　2019年
　３月31日

売上高 （百万円） 61,484 61,153 255,637

経常利益 （百万円） 3,815 3,234 17,423

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 2,471 2,002 10,470

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 535 △975 6,192

純資産額 （百万円） 129,420 133,913 133,480

総資産額 （百万円） 220,463 223,325 225,296

１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） 56.73 46.76 243.11

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.1 54.7 53.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．純資産額には、当社役員への業績連動型株式報酬として信託が保有する当社株式が自己株式として計上され

ております。また、同期間の１株当たり四半期純利益の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、

当該株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

４．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の業績については、生産台数の増加により量産売上が増加した一方、型設備売上の減

少等により、売上高は61,153百万円（前年同期比0.5％減）となりました。利益につきましては、型設備売上の減

少の影響及び労務費の増加等により、営業利益は3,113百万円（前年同期比15.5％減）、経常利益は3,234百万円

（前年同期比15.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,002百万円（前年同期比19.0％減）となりまし

た。

 

　報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①　日本

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 13,769 13,667 △102 △0.7％

営業利益または損失（△） △48 20 68 －

　売上高は、主要得意先の生産が好調で、量産売上が増加した一方、型設備売上の減少等により、13,667百万円

（前年同期比0.7％減）となりました。営業利益は、20百万円（前年同期は48百万円の損失）となりました。

 

②　北米

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 23,848 22,135 △1,713 △7.2％

営業利益 733 25 △708 △96.6％

　売上高は、量産売上が増加した一方、型設備売上の減少等により、22,135百万円（前年同期比7.2％減）とな

りました。営業利益は、型設備売上の減少の影響及び労務費の増加等により、25百万円（前年同期比96.6％減）

となりました。
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③　欧州

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 3,507 5,294 1,787 51.0％

営業利益 200 1,110 909 453.3％

　売上高は、量産売上及び型設備売上の増加等により、5,294百万円（前年同期比51.0％増）となりました。営

業利益は、増収効果等により、1,110百万円（前年同期比453.3％増）となりました。

 

④　アジア

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 10,242 9,363 △879 △8.6％

営業利益 1,097 764 △332 △30.3％

　売上高は、量産売上の減少等により、9,363百万円（前年同期比8.6％減）となりました。営業利益は、量産売

上の減少の影響等により、764百万円（前年同期比30.3％減）となりました。

 

⑤　中国

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 12,006 11,889 △117 △1.0％

営業利益 1,722 1,064 △657 △38.2％

　売上高は、生産台数の増加により量産売上が増加した一方、型設備売上の減少等により、11,889百万円（前年

同期比1.0％減）となりました。営業利益は、型設備売上の減少の影響等により、1,064百万円（前年同期比

38.2％減）となりました。

 

⑥　南米

    （単位：百万円）

 
前第１四半期
連結累計期間

当第１四半期
連結累計期間

前期比増減額 前期比増減率

売上高 1,880 2,251 371 19.8％

営業利益 70 152 82 117.3％

　売上高は、型設備売上の増加等により、2,251百万円（前年同期比19.8％増）となりました。営業利益は、増

収効果等により、152百万円（前年同期比117.3％増）となりました。
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(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末より1,970百万円減少し、223,325百万円と

なりました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末より2,404百万円減少し、89,412百万円となりました。これは主に、買掛金及び

短期借入金の減少によるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末より433百万円増加し、133,913百万円となりました。これは主に、利益剰余金

の増加によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、261百万円であります。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性

　当第１四半期連結会計期間において、資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 43,931,260 43,931,260
東京証券取引所

（市場第一部）
１単元（100株）

計 43,931,260 43,931,260 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年６月30日 － 43,931,260 － 4,656 － 23,333

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（注）１

（自己保有株式）
5,740 １単元（100株）

普通株式 1,119,000

完全議決権株式（その他）

（注）２
普通株式 42,801,700 428,017 同上

単元未満株式 普通株式 10,560 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  43,931,260 － －

総株主の議決権  － 433,757 －

（注）１．当社所有の自己株式545,000株及び日本トラスティ・サービス信託銀行（信託口）が所有する574,000株が含

まれています。

２．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,800株（議決権の数28

個）含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ジーテクト

埼玉県さいたま市大宮区桜

木町一丁目11番地20
545,000 574,000 1,119,000 2.55

計 － 545,000 574,000 1,119,000 2.55

（注）　他人名義所有株式については、当社役員への業績連動型株式報酬として日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（信託口）（中央区晴海１丁目８－11）が取得したものです。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,147 26,260

受取手形及び売掛金 33,976 31,140

製品 1,302 1,373

仕掛品 14,239 15,707

原材料 2,484 2,332

貯蔵品 1,050 1,040

その他 5,533 5,103

流動資産合計 82,734 82,957

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 46,727 47,806

機械装置及び運搬具（純額） 33,717 33,661

工具、器具及び備品（純額） 18,445 17,860

土地 ※１ 12,057 ※１ 11,975

建設仮勘定 17,930 16,404

有形固定資産合計 128,878 127,707

無形固定資産 2,610 2,574

投資その他の資産   

投資有価証券 7,262 7,000

その他 ※２ 3,810 ※２ 3,086

投資その他の資産合計 11,073 10,086

固定資産合計 142,561 140,367

資産合計 225,296 223,325

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,691 20,622

短期借入金 20,730 18,895

1年内返済予定の長期借入金 6,028 5,574

未払金 8,716 8,571

未払法人税等 884 976

賞与引当金 1,124 1,246

その他 5,854 5,184

流動負債合計 66,030 61,071

固定負債   

長期借入金 18,542 21,214

退職給付に係る負債 1,558 1,723

役員株式給付引当金 407 425

その他 5,276 4,977

固定負債合計 25,785 28,340

負債合計 91,816 89,412
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,656 4,656

資本剰余金 23,657 23,657

利益剰余金 87,616 89,950

自己株式 △1,943 △1,943

株主資本合計 113,987 116,321

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 851 681

為替換算調整勘定 6,790 5,278

退職給付に係る調整累計額 △113 △111

その他の包括利益累計額合計 7,528 5,848

非支配株主持分 11,964 11,743

純資産合計 133,480 133,913

負債純資産合計 225,296 223,325
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 61,484 61,153

売上原価 54,261 54,661

売上総利益 7,223 6,492

販売費及び一般管理費 3,539 3,378

営業利益 3,683 3,113

営業外収益   

受取利息 68 114

受取配当金 29 39

為替差益 22 －

持分法による投資利益 122 127

助成金収入 20 104

その他 88 106

営業外収益合計 350 492

営業外費用   

支払利息 196 158

為替差損 － 160

その他 22 52

営業外費用合計 218 371

経常利益 3,815 3,234

特別利益   

固定資産売却益 6 5

特別利益合計 6 5

特別損失   

固定資産売却損 1 －

特別損失合計 1 －

税金等調整前四半期純利益 3,821 3,239

法人税等 1,106 1,287

四半期純利益 2,715 1,951

非支配株主に帰属する当期純利益又は

非支配株主に帰属する当期純損失（△）
244 △50

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,471 2,002
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 2,715 1,951

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △326 △170

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 △1,802 △2,650

退職給付に係る調整額 7 2

持分法適用会社に対する持分相当額 △57 △108

その他の包括利益合計 △2,179 △2,926

四半期包括利益 535 △975

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 225 △832

非支配株主に係る四半期包括利益 309 △143
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

　従来、連結子会社の四半期会計期間の末日と四半期連結決算日との間に３か月を超えない差異がある場合において

は、当該連結子会社の当該四半期会計期間に係る四半期財務諸表を基礎として当該期間に対応する四半期連結財務諸表

を作成し、当該四半期連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、より適切な

経営情報の把握及び四半期連結財務諸表の開示を行うため、当第１四半期連結会計期間より、四半期連結決算日に仮決

算を行う方法に変更しております。

　この変更に伴い、当第１四半期連結累計期間は、2019年４月１日から2019年６月30日までの３か月間を連結しており

ます。

　なお、当該連結子会社の2019年１月１日から2019年３月31日までの損益については、利益剰余金の増減として調整し

ております。

 

（会計方針の変更等）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

（IFRS16号リースの適用）

　当社グループは、当第１四半期連結会計期間の期首より、日本基準を採用する当社及び米国基準を適用する子会社を

除き、IFRS第16号「リース」を適用しております。これにより、リースの借手は原則としてすべてのリースを貸借対照

表に資産及び負債として計上することとしました。

　なお、本基準の適用による当社グループの財政状態及び経営成績に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

（業績連動型株式報酬制度）

　当社は、取締役（社外取締役を除く。）ならびに当社と委任契約を締結している執行役員（以下「取締役等」とい

う。）に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

(1）取引の概要

　当社は、取締役等を対象に、これまで以上に当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意欲を高め

ることを目的とし、当社の株式価値との連動性が高い役員報酬制度として、業績連動型株式報酬制度（以下「本制

度」という。）を導入しております。

　本制度は、2016年３月末日で終了する連結会計年度から2021年３月末日で終了する連結会計年度までの期間にお

いて在任する取締役等に対する報酬として、当社が金員を拠出して設定した信託が取引所市場を通じて当社株式を

取得のうえ、当該株式を一定の要件を満たす取締役等に対し、その役位、業績等に応じて交付する株式報酬制度で

す。

 

(2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度935百万円、574千株、当第１四

半期連結会計期間935百万円、574千株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１．圧縮記帳額

　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

圧縮記帳額 149百万円 149百万円

（うち、土地） 149百万円 149百万円

 

※２．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

投資その他の資産 10百万円 8百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

減価償却費 5,199百万円 5,191百万円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日

定時株主総会
普通株式 877 20 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

（注）　2018年６月22日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金４百万

円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、2018年５月22日開催の取締役会決議に基づき、自己株式500,000株の取得を行いました。この結果、当第

１四半期連結累計期間において自己株式が985百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が1,292

百万円となっております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,041 24 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

（注）　2019年６月21日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金13百万

円が含まれております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

売上高        

外部顧客への売上高 10,434 23,708 3,418 10,234 11,808 1,880 61,484

セグメント間の内部売

上高又は振替高
3,335 140 88 8 197 0 3,771

計 13,769 23,848 3,507 10,242 12,006 1,880 65,255

セグメント利益又は損失

（△）
△48 733 200 1,097 1,722 70 3,775

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,775

セグメント間取引消去等 △91

四半期連結損益計算書の営業利益 3,683

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 日本 北米 欧州 アジア 中国 南米

売上高        

外部顧客への売上高 10,812 21,990 5,219 9,353 11,526 2,251 61,153

セグメント間の内部売

上高又は振替高
2,854 144 75 9 363 － 3,448

計 13,667 22,135 5,294 9,363 11,889 2,251 64,602

セグメント利益 20 25 1,110 764 1,064 152 3,138

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 3,138

セグメント間取引消去等 △25

四半期連結損益計算書の営業利益 3,113
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益 56.73円 １株当たり四半期純利益 46.76円

 

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 2,471 2,002

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
2,471 2,002

期中平均株式数（株） 43,556,254 42,812,238

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の

算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間

245,518株、当第１四半期連結累計期間574,017株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月９日

株式会社ジーテクト
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 白田　英生　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉原　一貴　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジーテ

クトの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジーテクト及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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